
文， 環（前期日程）

令和4年度

入学者選抜学力試験問題

前期日程

国 一週間

注 意

1. 解答は別冊の解答用紙の所定の解答欄に書くこと。

2. 文学部志望者は I • II • illを、 生活環境学部志望者は I · II を、 解答すること。

3. 文学部志望者は、 解答用紙の表紙を含むすべてのペ ー ジの※印欄に、

生活環境学部志望者は、 解答用紙の表紙及び1ペ ー ジと2ペ ー ジの※印欄に、

受験番号・氏名を記入すること。

受験番号は、 本学受験票の受験番号を記入すること。

※印欄以外の箇所には、 受験番号・氏名を絶対に書かないこと。

4. 試験終了後、 この問題冊子は持ち帰ること。

5. 総ペ ー ジ数

問題冊子－ 11 ペ ー ジ

（うち白紙 2ペ ー ジ）



I 

つ
ぎ
の
文
章
に
つ
い
て
後
の
問
に
答
え
よ。
（
文
学
部・
生
活
環
境
学
部）
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「
情
報
革
命
」
や
・
・
・

問
題
文
は
、
著
作
権
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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問
題
文
は
、
著
作
権
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。



（
久
保
明
教
『
機
械
カ
ニ
パ
リ
ズ
ム

｜｜
人
間
な
き
あ
と
の
人
類
学
へ』
に
よ
る）

- 4

・
・
・
過
程

を
伴
っ
て
い
る
。

問
題
文
は
、
著
作
権
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。



（

注
）

O
ク
ロ
ー
ド・
シ
ャ
ノ
ン

｜｜一
九一
六
1
ニ
O
O一

。
数
学
者 。
情
報
理
論
の
創
始
者 。

0
C
M
c
－－

p
suz
丹
市
『

吉

E
E
a
P
E
E
S
－

g
z
g
の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の 。

問
一

傍
線
部
A
i
E
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ。

問

傍
線
部
l
に
つ
い
て、

ど
の
よ
う
な
点
が
「
親
和
的」

と一言
守
え
る
の
か、

説
明
せ
よ。

問
三

傍
線
部
2
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
喰
え
て
い
る
の
か、

と
「
煙」

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
説
明
せ
よ。

「
火」

問
四

傍
線
部
3
に
つ
い
て、
「
4
2
叶
ロ
宮
↓
ょ
う
つ
べ」

と
い
う
「
誤
字」

が
「
正
字
を
代
替
す
る
表
現」

と
な
り
う
る
こ
と
を、
「
デ
ジ
タ
ル
な

記
号」

と
い
う
観
点
か
ら
説
明
せ
よ。

間
五

傍
線
部
4
に
つ
い
て、
「
変
容
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か、

本
文
中
の
例
に
そ
く
し
て
説
明
せ
よ。

岡
田MV』、、

回
目ur－
J

二
重
傍
線
部
に
つ
い
て、

（

a
）
 

「
機
械
的
な
情
報」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か、

説
明
せ
よ。

（

b
）
 

「
人
間
的
記
号」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か、
「
情
報」

で
は
な
く
「
記
号」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
説
明
せ
よ。
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II 

な
か
っ
か
さ
の
な
い
し
に
つ
き

つ
ぎ
の
文
章
は
『
中
務
内
侍
日
記』
の一
節
で
あ

る。
病
弱
で
い
つ
も
ど
こ
か
気
分
の
晴
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
作
者
の
藤
原
経
子
が 、
あ

る

あ
ま
が
さ
き

と
き
宮
中
の
人
た
ち
と
舟
で
尼
崎
（
現
在
の
兵
庫
県
東
部）
を
訪
れ
た
際
の
紀
行
文
で
あ

る。
こ
れ
に
つ
い
て
後
の
聞
に
答
え
よ 。

（
文
学
部・
生
活
環
境
学
部）

つ
ど
も
り

晦
日
に
里
に
出
で
て 、

九
月
四 、
五
日
の
程
に
尼
崎
と
い
ふ
所
に
行
く
に、

京
を
夜
深
く
出
で
て 、

鳥
羽
殿
近
き
程
に
て
夜
や
う
や
う
明
け
行
く
空

こ
ず
是

そ

っ
や

1

さ

に、

木
々
の
梢
も
色
付
き
初
む

る
頃
な
れ
ば 、

艶
あ

る
程
に
て
な
か
な
か
面
白
し 。
舟
に
乗
ら
む
と
す

る
に、

数
知
ら
ず 、

避
り
あ
へ

ぬ
ま
で
舟
多
き

に、

聞
き
知
ら

ぬ
さ
ま
に
恐
ろ
し
げ
な

る
声
し
た

る
者
ど
も
ひ
し
め
く
を
聞
く
に
つ
け
て
も、

引
き
か
へ
た

る
式
も
あ
は
れ
に
て 、

北
山
殿
思
ひ
出
で

き
ん
や
か
た
の

ら
れ
て 、
「
い
か
に」
と
だ
に
言
ひ
合
は
す

る
人
も
な
し 。
は

る
ば

る
漕
ぎ
行
く
に、

河
霧
立
ち
て 、

来
し
方
行
先
も
見
え
ず 。
禁
野
交
野
と
い
ふ
所

a

HHHHHHHHHHHHHHMUUMUUH

し
ば
の

き
ぎ
す

過
ぐ

る
に、

音
に
の
み
聞
き
わ
た

る
を
と
思
ひ
て 、
し
ば
し
見

る
に、
遠
け
れ
ば
定
か
に
は
あ
ら
ね
ど 、
柴
野
の
中
よ
り
鳥
の
立
つ
を 、
「
維
に
や
あ

な
ど
言
へ
ば 、

I::> 
ぃ む

古E 」

も
へ

あ
り
と
ば
か
り
は

交
野
の
雑

音
に
聞
く

今
日
見
つ

る
か
な

「
こ
れ
な
む
天
の
川
に
侍

る」
と
言
ふ
を
見
れ
ば 、
橋
破
れ
て
そ
の
形
ば
か
り
ぞ
僅
か
に
残

る。

か
さ
さ
ぎ

恋
ひ
わ
た

る

天
の
河
原
の

鵠
の
橋

か
く
て
日
の
入

る
程
に
行
き
着
き

ぬ。
日
は
水
の
下
に
入

る
と
の
み
見
え
て 、

河
よ
り
海
に
な

る
け
ぢ
め 、

波
荒
く
立
ち 、

遥
か
な

る
沖
に
漕 、
ぐ
舟

う
し
と
ら

む
ら
だ
ち

か
す

3

1illit－－IllsSIlli－－－－－Illi－－－Illi－－

は 、

絵
に
画
き
た
ら
む
や
う
な
り 。
東
北
の
方
を
見
や
れ
ば 、

住
吉
の
松 、

群
立
絶
え
絶
え
に
霞
み
て
見
ゆ 。
立
ち
来

る
波
風
も、
浦
な
ら
ね
ば
や 、

IlllιIlli－－Illi－－－Illi－－－

き

ぷ

ね

い
た
く
激
し
き
心
地
ぞ
す

る。
昼 、

貴
布
禰
の
浦
と
い
ふ
方
に
出
で
て
見
れ
ば 、
浦
の
松
風 、

波
に
通
ひ
て 、

入
り
海
心
す
ご
く、

神
さ
び
て
い
と
尊

あ

ま

た
く
な
は

し 。
浜
に
海
人
ど
も
の、

員
拾
ひ 、
ま
た
沖
釣
す

る
も
あ
り 。
梼
縄 、

網
な
ど
い
ふ 、

干
し
置
き
た

る
を
見
れ
ば 、

干
す
ひ
ま
も
あ
り
け

る
を
と 、

打
ち
延
へ
て

ま
た
橋
多
く
過
ぎ

棚Eぬ
機芝る
つ な
女め る
の に

こ
れ
や
こ
の

A 

苦
し
き
物
と

干
す
ひ
ま
も
あ
り

思
ひ
し
に

海
人
の
梼
縄

夕
日
の
影
面
白
き
に、

沖
よ
り
海
人
の
釣
舟
ど
も
多
く
帰

る
も
あ
は
れ
な
り 。
暮

る
れ
ば
遊
女
が
舟
ど
も、

歌
う
た
ひ
物
数
へ
な
ど
す

る
も
を
か

6 

入試課
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入試課
線
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線

入試課
線



b
ひ
と
か
た

4

し 。
一

方
な
ら
ず
都
の
み
心
と
ま
り
し
に 、

海
山
隔
た
り
ぬ
る
心
細
さ
を
思
ふ
に 、

面
影
ば
か
り
形
見
と
て 、

波
路
遥
か
に
月
を
眺
む
る
さ
へ

、

よ
そ

に
隈
な
き
影
も
我
か
ら
は
な
ほ
曇
ら
ぬ
夜
半
も
な
し 。

も
と

か
く
て
心
許
な
く
数
へ
ら
れ
つ
る
日
数
も
程
な
く
て 、

上
る
は 、

又
立
ち
返
り
あ
か
ぬ
心
地
し
て 、

さ
す
が
馴
れ
ぬ
る
浦
風
に
心
は
な
び
く
か
し

と 、

我
な
が
ら
あ
や
に
く
に
て
思
ひ
知
ら
る
る 。

来
し
方
も
遥
か
に
な
り
ぬ
る
も
心
細
く 、

梢
を
顧
み
れ
ど
も
隔
た
り
霞
む
雲
井
ば
か
り
を
眺
め
て 、

B

来
し
方
を

は
る
ば
る
と

霞
隔
て
て

そ
こ
は
か
と
な
し

顧
み
れ
ど
も

遅
く
出
で
て

ふ

と
言
へ
ば 、

夜
も
す
が
ら
舟
を
漕
ぐ
に 、

二
十
日
の
月
な
れ
ば 、

更
く
る
ま
ま
に
澄
み
ま
さ
り
て
面
白
き

C

HUMHHHHHHHHHMMMMMHHHHHH

お
く

一

人
起
き
居
て
見
る
に 、

影
も
流
る
る
と
見
ゆ
る
月
は 、

な
ほ
こ
そ
後
れ
ざ
り
け
り 。

よ
ろ
づ
を
思
ひ
続
く
る
に 、

果
て
は
物

「
明
日
も
日
暮
れ
ぬ
べ
し」

に 、

皆
人
寝
ぬ
れ
ば 、

恐
ろ
し
き
心
地
し
て
心
細
し 。

（

注
）

O
里
に
出
で
て

｜｜
実
家
に
戻
っ
て。

O
鳥
羽
殿

｜｜
京
都
の
南
部
に
あ
っ
た
鳥
羽
院
の
離
宮。

O
引
き
か
へ
た
る

式｜｜
宮
中
で
の
生
活
や
舟
遊
び
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
た
様
式。

O
禁
野
交
野

｜｜
禁
猟
区
で
あ
っ
た
現
在
の
大
阪
東
北
部
に
あ
た
る
と
こ
ろ。

O
打
ち
延
へ
て

｜｜
絶
え
ず
海
の
中
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
て。

O
北
山
殿

ーーー
京
都
の
北
山
の、
か
つ
て
舟
遊
ひ
を
し
た
と
こ
ろ。

O
拷
縄、

網｜｜
漁
業
に
つ
か
う
縄
と
網。

問

二
重
傍
線
部
a

i

c

に
つ
い
て 、

簡
潔
に
現
代
語
訳
せ
よ 。

間
二

傍
線
部
l
を
現
代
語
訳
せ
よ 。

問
三

傍
線
部
2
に
つ
い
て 、

「
日
は
水
の
下
に
入
る」

と
は
ど
の
よ
う
な
情
景
か 、

わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ 。

岡
田

傍
線
部
3
に
つ
い
て 、
「
激
し
き
心
地」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か 、

具
体
的
に
説
明
せ
よ 。

間
五

A
歌
の
「
海
人
の
拷
縄

干
す
ひ
ま
も
あ
り」

「
苦
し
き
物」

と
対
比
し
つ
つ 、

解
釈
せ
よ 。

に
つ
い
て 、

7 
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間
六

（

a
）
 

（

b
）
 

傍
線
部
4
に
つ
い
て 、

「
面
影
ば
か
り
形
見
と
て」

を
解
釈
せ
よ 。

「
よ
そ
に
隈
な
き
影
も
我
か
ら
は
な
ほ
曇
ら
ぬ
夜
半
も
な
し」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か 、

作
者
の
心
情
に
触
れ
つ
つ 、

解
釈
せ
よ 。

傍
線
部
5
に
つ
い
て 、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
「
あ
や
に
く
に
て
思
ひ
知
ら
る
る」

と
い
う
の
か 、

説
明
せ
よ 。

問
七

問
八

B
歌
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
せ
よ 。

8 



皿

つ
ぎ
の
文
章
に
つ
い
て
後
の
問
に
答
え
よ。

た
だ
し、

設
問
の
関
係
で
返
り
点
・

送
り
が
な
を
省
い
た
箇
所
が
あ
る。
（
文
学
部
の
み）

き
ゃ
う
こ
う

ハ

美

肱

字

伯

准、

ノ

ナ
リ

彰

城

広

戚

人。

ス

ヲ

訓コ
導
後
進一

ノ

b

HH

ク
ニ

常

与ニ
小

弟

季

江一

倶

行、

ニ
シ
テ

ノ

ナ
リ
あ
は
レ
ム

タ

ダ

セ

「
弟

年

稚

弱、

父

母

所
レ

持。

又

未ニ
聴
取女→

日ヒ
ア

Rク

兄
ハ

年
徳
在

リ

ナ
リ

3
一

4・

家

之

英

俊。

何

可
レ
害レ
之。

不レ
知レ
殺レ
我。

こ
フ

ラ

ケ
り
く
ヲ

乞

白

受
レ
裁、

テ

へ
ン
ト

ノ

ニ

以

代ニ

兄

命
二

オ
ノ

へ
パ

ヲ

ニ

人

各

争二
死

於

路一

物

而

去。

肱

車

中

尚

有ニ
数

千

銭一

、
ン

一
一

隠コ
居
静
処一

非レ
義

不レ
行、

敬
44

奉
旧
老一

リ

ノ

ト

お
び
や
カ
ス

ス

サ
ン
ト

ノ

ヲ

為ニ
盗

所
v

劫、

欲レ
殺ニ

其

弟→

肱

日
ク

ハ
ク
ハ

ラ

サ
レ
テ

テ
す
く
ハ
ン
ト

ヲ

願

自

殺

以

済ニ

家

弟
二

タ

季

江

復

お
さ
メ
テ

ヲ

ク

盗

戟レ

刃

日、

君
ハ

:1r 
義
士ナ

畏｜

ー－－，

盗

デル
見

ム

ヲ
シ
テ

ヒ
テ

テ

使ニ
従

者

追

以

リ
し
き
も
の
ノ

ニ

手

席

下一

へ

ヲ

ジ

ニ

与
v

之。

賊

感
レ
之、

タ

タ

ラ

テ

ノ

ニ

へ
タ
ル
ヲ

ノ

ヲ

亦

復

不レ
取。

肱

以三
物

己

歴
二

盗

手一

リ
テ

テ

シ

ニ

ネ一
テ

ル

因

以

付ニ
亭

長一

委

去。

（
晋
・

蓑
宏
『
後
漢
紀』

に
よ
る）

O
季
江

｜｜
美
肱
の
末
弟
の
呼
び
名。

O
稚
弱

｜｜
幼
い。
O
敬
奉
旧
老

｜｜
つ
つ
し
ん
で
故
老
に
仕
え
る。

（

注
）

O
萎

肱｜｜
人
名。

O
彰
城
広

戚｜｜
地
名。

O
聴
婆

｜｜
妻
を
迎
え
る。

O

年
徳

｜｜
年
齢
と
徳
義。

O
亭
長

ll
宿
場
の
長。
治
安
管
理
な
ど
を
お
こ
な
う
役
職。
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問

二
重
傍
線
部
a

i

d

の
文
中
で
の
読
み
を 、

ひ
ら
が
な
の
み
を
用
い
て
示
せ 。

間
二

傍
線
部
1
を
ひ
ら
が
な
の
み
を
用
い
て
書
き
下
せ 。

間
三

傍
線
部
2

に
つ
い
て 、

「
在
前」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か 、

説
明
せ
よ 。

岡
田

傍
線
部
3
に
つ
い
て 、

「
之」

の
指
す
も
の
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
現
代
語
訳
せ
よ 。

問
五

傍
線
部
4
を
ひ
ら
が
な
の
み
を
用
い
て
書
き
下
せ 。

回
目HV』、、

回
目
p－
J

傍
線
部
5

に
つ
い
て 、

（

a
）
 

誰
が 、

何
を 、

ど
う
し
た
の
か
説
明
せ
よ 。

（

b
）

こ
の
よ
う
に
し
た
理
由
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ 。

問
七

傍
線
部
6
を
現
代
語
訳
せ
よ 。
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